デイサービスセンター　明日への風　運営規程

【 地域密着型 通所介護・第一号通所事業】
（事業の目的）

第１条　社会福祉法人ライフケア高砂が開設する指定通所介護事業所（以下「事業所」という）が行う指定通所介護の事業（以下「事業」という）は、居宅において要介護状態にある高齢者に対し、適切な通所介護を提供することを目的とする。

（運営の方針）

第２条　事業所の通所介護従事者は、要介護者の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営む事が出来るよう、必要な日常生活上の支援及び機能訓練を行うことにより、利用者の心身機能の維持回復を図り、もって利用者の生活機能の維持または向上を目指す。

２　事業の実施にあたっては、関係市町村・地域の保険・医療・福祉サービスとの連携を図り、総合的な

　サービス提供に努めるものとする。

（事業所の名称及び所在地）

第３条　事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。

名　称　デイサービスセンター　明日への風
所在地　広島県東広島市八本松飯田８丁目　4-55-5
（従業者の職種，員数及び職務内容）

第４条　事業所に勤務する従業者の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。

管理者　　　　　　　　　１名（常勤兼務）

管理者は、事業所の従業者の管理及び業務の管理を一元的に行う。
生活相談員　　　　　　　　　１名以上
介護職員　　　　　　　　　　２名以上
看護職員兼機能訓練指導員　　１名以上
機能訓練指導員　　　　　　　１名以上
（営業日及び営業時間）

第５条　事業所の営業日及び営業時間は次のとおりとする。

月曜～土曜日の８：３０～１７：３０　までとする。

また、延長サービスを行う時間は３時間までとする。

日曜日・１２月 ３１日 ～ １月 ３日は休業とする。
　　
２　サービス提供時間は８：５０～１６：１５とする。

（指定通所介護の利用定員）

第６条　指定通所介護の利用定員は1単位１８名とする。（第一号通所事業定員を含む）

（指定通所介護の内容）

第７条　指定通所介護の内容は、次のとおりとする。

（１）送迎　

（２）健康チェック　

（３）食事　

（４）趣味活動サークル　

（５）生活指導　

（６）機能訓練

（７）レクリエーション　

（８）入浴サービス

（９）その他

（利用料その他の費用の額）
第8条 指定通所介護を提供した場合の利用料の額は、東広島市が定める額によるものとする。

　
２　通常の事業実施区域以外の地域に居住する利用者に対して送迎を行う場合は、通常の事業実施地域の境界から路程１キロメートル当たり４０円の実費を徴収する。

３　前２項の他、次に掲げる費用を徴収する。
	項　　　　目
	金　　　額
	内　　　　　　　　容

	食　　費
	６５０円／回
	食事提供に係る費用

	おやつ代
	１００円／回
	おやつ提供に係る費用

	クラブ活動の材料費
	　材料費を実費徴収
	手芸等に使用する布、ｸﾗﾌﾄ、ﾃｰﾌﾟ、紙等


　　　紙オムツ
	種　　類
	価　　格
	種　　類
	価　　格

	パットタイプ
	　３０円／枚
	紙おむつＳ、Ｍ
	１２０円／枚

	パンツタイプ　Ｓ・Ｍ
	１２０円／枚
	紙おむつＬ
	１４０円／枚

	パンツタイプ　Ｌ・LL
	１５０円／枚
	紙おむつLL
	１６０円／枚


　　　　＊洗濯料金として１回１００円請求させていただきます。
４　前項費用の支払いを受ける場合には，利用者又はその家族に対して事前に文書にて説明をした上で，

支払いに同意する旨の文書に署名又は記名押印を受けることとする。

　　

（通常の事業の実施地域）

第９条　事業所の通常の事業の実施地域は、次のとおりとする。

東広島市　八本松町・志和町・西条町・高屋町・福富町・河内町　

(サービス利用にあたっての留意事項)

第10条　利用者は当事業所の通所介護サービスの提供を受ける際に、次の事項について留意するものとする。

(1)　サービスの利用にあたっては、医師の診断や日常生活上の留意事項、利用当日の健康状態を通所介護従事者に連絡し、心身の状況に応じたサービスの提供を受けるよう留意する。

(2)　飲酒は禁止し、喫煙は指定の場所で行うこと。

(3)　管理者及び従業者の安全管理上の指示に従うこと。

(4)　当該施設の設備・備品等の利用に際しては、管理者及び従者の指示に従い利用すること。

設備・備品等を汚損、き損又は亡失した場合に、利用者に対し、損害賠償を請求する場合がある。

(5)　当該施設内において、営業行為、宗教の勧誘及び政治活動は禁止する。

(6)　機能訓練室・食堂など利用者が共用して使用する施設及び、共用して使用する設備は、他の利用者に迷惑を及ぼさないように使用すること。

(7)　その他、管理者が指示した事項。

（非常災害対策）

第11条　事業所は、消防計画等の防災計画に基づき、年２回以上、防災訓練を行う。

（緊急時等における対応方法）

第12条 指定通所介護従業者は、通所介護を実施中に利用者の病状の急変、その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の処置を講じます。
（秘密保持）

第13条　通所介護従業者は、その業務上知りえた利用者、その家族の秘密及び事業所の秘密を保持しなければならない。又、従業者でなくなった後においても同様とする。

　　　　　尚、サービス担当者会議等において、利用者及びその家族の個人情報の使用にあっては、予め文書により利用者及びその家族から同意を得るものとする。

（その他運営に関する重要事項）

第14条　事業所は、従業者の資質の向上を図るため、研修機会を設けるものとし、業務体制を整備する。

（１）事業所内研修　　年　２　回
（２）外部研修　　　　　年　２　回

（３）その他の研修　

第15条　この規程に定める事項のほか、事業所の運営に関する重要事項は、社会福祉法人ライフケア高砂と事業所の管理者との協議に基づいて定めるものとする。
(身体拘束等の禁止)
第16条

１　指定介護事業者は、介護サービスの提供に当たっては、当該利用者又は他の利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合を除き、身体の拘束その他の利用者の行動を制限する行為を（以下「身体拘束等」という。) 行わないとする。

２　指定介護事業者は、身体拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録しなければならない。

（虐待防止）
第17条
１　事業所は、利用者の人権の警護・虐待等の発生又は防止する為次の措置を講ずるものとする。
（1） 虐待を防止する為の従業員に対する研修の実施
（2） 利用者及びその家族からの苦情処理体制の整備
（3） その他虐待防止の為に必要な措置
２　事業所は、サービス提供中に、従業員及び養護者による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに市町村に通報する。
３　虐待防止の適正化の為の対策を検討する委員会を定期的に開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底を行う。
４　虐待防止の適正化の指針を整備し、必要に応じ見直しを行う。
５　上記措置を適切に実施する為の管理責任者及び担当者を置く。
附則　

この規程は、２０２５年　　２月　　１日から施行する。

